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一― 懐かしい栄光シーンに酔う 一―

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

（公
式
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
よ
り
）

舞
台
挨
拶
す
る
蔦
哲
一
朗
監
督

「
蔦
監
督
―
高
校
野
球
を

変
え
た
男
の
真
実
―
」
が
、

去
る
５
月
１４
日
～
２０
日
の
１

週
間
限
定
で
、
大
阪

・
十
三

に
あ
る
第
七
藝
術
劇
場
に
お

い
て
無
料
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

（過
去
の
甲
子
園
球
場
で
の
映

像
は
商
業
目
的
で
使
用
で
き

な
い
た
め
無
料
公
開
。
カ
ン

バ
。
支
援
金
制
）

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
も
、

「
孫
が
赤
裸
々
に
語
る
蔦
監
督

の
真
実
」
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
な
ど
、
今
な
お
話
題
性
が

あ
り
、
入
場
に
あ
た
っ
て
は

整
理
券
制
で
あ

っ
た
た
め
入

場
で
き
な
い
方
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
館
内
で
は
、

桜
陵
会
会
員
グ
ル
ー
プ
が
数

組
そ
こ
こ
こ
に
座
ら
れ
て
お

り

″ミ
ニ
。
同
窓
会
″
そ
の

も
の
。
往
年
の
池
高
フ
ァ
ン

で
満
員
盛
況
で
し
た
。

い
き
な
リ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

の
な
い
上
映
が
始
ま
り
、
池

高
校
歌
が
心
地
よ
く
流
れ
‥
。

映
画
の
内
容
は
キ
ミ
子
夫

人

（平
成
２７
年
没
）
を
中
心

に
、
蔦
監
督
の
人
と
な
り
に

つ
い
て
Ｏ
Ｂ
関
係
者
４０
人
以

上
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
撮
影
し

た
も
の
。
上
映
時
間
１
２
６

分
。
制
作

・
監
督
は
蔦
哲

一

朗
氏

（平
成
１５
年
卒
）。

【
２
面
に
関
連
記
事
掲
載
。

事
務
局
で
は
応
援
支
援
金
を

提
供
し
ま
し
た
。
な
お
、
ご

覧

に
な

っ
た
方

の
感
想
文

（
１
０
０
文
字
程
度
の
小
文
）

を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

携
帯
ま
た
は
近
畿
支
部
Ｈ
Ｐ

か
ら

「甲
目
こ

を
ク
リ
ッ
ク

し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

感
想
文
は
一，や
ま
び
こ
」
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
連
絡

な
お
、
今
秋
に
桜
陵
会
名

簿
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。

ご
購
入
、
広
告
掲
載
等
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

廻
響
毬
藝
出
薔

今
年
の

「
近
畿
支
部
新
年

互
礼
会
」
が
、
１
月
２４
日
０

に
昨
年
に
引
き
続
き
北
京
料

理

「徐
園
」
（大
阪
市
西
区

・

肥
後
橋
）
で
ご
来
賓
を
含
め

３２
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
原
達
夫
さ
ん
（昭
４７
卒
）

の
司
会
で
校
歌
斉
唱
の
あ
と
、

谷
内
秀
美
支
部
長
（昭

３８
卒
）
の
挨
拶
、
ご
来

賓
の
飯
田
啓
介
徳
島

県
大
阪
本
部
次
長
様

◆
近
畿
支
部
関
係

７
月
１７
日
　
第
３９
回
定
期
総
会

９
月
２２
日
　
第
４２
回
秋
季

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ーー
月
６
日
　
家
族
ハ
イ
キ
ン
グ

ー
月
８
日
　
新
年
互
礼
会

◆
「
や
ま
び
こ
」
発
行

７
月
１
日
　
第
６７
号
発
行

１
月
１
日
　
第
６８
号
発
行

◆
本
部
。支
部
。
県
人
会
関
係

６
月
２６
日
　
桜
陵
会
本
部
総
会

８
月
２８
日
　
徳
島
県
人
会
総
会

と
県
人
の
集
い

１０
月
８
日
　
徳
島
支
部
総
会

１
月
１４
日
　
徳
島
県
人
会
新
年

互
礼
会

か
ら
も
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
は
原

田
稔
さ
ん
（昭
３．
卒
）
の
乾
杯

の
ご
発
声
で
始
ま
り
、
し
ば

ら
く
歓
談
し
た
あ
と
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム

（賞
品
は
徳
島
物

産
品
）
を
國
金
達
さ
ん
（昭
４２

卒
）
の
司
会
で
行
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
石
川
元
信
さ
ん

（
昭
２５
卒
）
の
締
め
で
新
年
会

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
者
の
大
久
保

貴
泰
さ
ん
（体
惑

，
社
ア
ラ
ミ
ッ

ク
社
長

・
昭
３７
卒
）

か
ら
、
参
加
者
全

員

に
自
社
製

品

（３
Ｄ
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
）
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
社
長
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【事
務
局
】

華

本

ま

で
。

（
随

時

受

付

こ

箸 蔵 寺
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―
上
ユ

一請
演
会
も
―

第

３９

回

近

畿

支

部

定

期

総

会

を

、

７

月

１７

日

（
日

）
午

前

１１
時

か

ら
、

ホ

テ
ル

ア
ウ

ィ
ー

ナ
大

阪

（
大

阪

市

天

工

寺

区

）

で
開

催

し

ま
す

。

総

会

に

先

立

ち

、

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

・
ミ

ニ
講

演

会

を

開

催

し

ま

す

の

で
、

多

数

ご

参

加

く

だ

さ

い
。

演

題

は
、

コ

一

野

生

ま

れ

の

天

下

人

・
三

好

長

慶

」
。

総
会
で
は
、平
成
２７
年
度
の

活
動
報
告

・
決
算
報
告

・
会

計
監
査
報
告
お
よ
び
平
成
２８

年
度
活
動
計
画

（案
）
を
ご
審

議
頂
く
も
の
で
す
。

懇
親
会
で
は
、
会
員
皆
さ

ん
の
旧
交
を
あ
た
た
め
る
と

と
も
に
、
情
報
公
開
の
場
と

し
て
活
用
し
て
頂
く
よ
う
、

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
【事
務
局
】

桜
陵
会
事
務
局

岡

久

展

子

桜
陵
会
近
畿
支
部
の
皆
様

に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

池
田
高
校
は
１
８
６
名
の

新
入
生
を
迎
え
、
学
習
に
部

活
動
に
と
日
々
励
ん
で
お
り

ま
す
。

５
月
１０
日
の
開
校
記
念
日

に
は
、
映
画
監
督
の
蔦
哲

一

朗
氏
（平
１５
卒
）
を
お
招
き
し
、

「
私
の
人
生
論
～
映
画
づ
く
り

を
通
し
て
徳
島
を
元
気
に
～
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

哲

一
朗
氏
は
、
「祖
谷
物
語

の
各
受
賞
を
経
て

「蔦
監
督
―

高
校
野
球
を
変
え
た
男
の
真

実
」
が
各
地
で
話
題
を
呼
び
、

さ
ら
に
最
新
作
の

「
林
こ
ず

え
の
業
」
を
製
作
さ
れ
る
な

ど
映
画
監
督
と
し
て
大
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
祖
父
に
あ
た

０
．

る
蔦
監
督
と
の
思
い
出
や
、

ご
自
身
の
大
学
生
活
、
映
画

製
作
に
携
わ
る
思
い
な
ど
、

映
像
を
交
え
な
が
ら
の
お
話

に
生
徒
た
ち
は
大
い
に
刺
激

を
得
た
よ
う
で
す
。

こ
の
刺

激
を
パ
ワ
ー
に
し
て
、
本
年
度

も
先
輩
の
皆
様
に
よ
い
報
告

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支

援
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。
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■

会

費

納

入

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

会

員

各

位

に

は

、

当

会

運

営

に

ご

協

力

を

頂

き

誠

に

有

り

難

う
ご

ざ

い
ま

す
。

当

紙

面

で

は

、

複

数

年

会

費

納

入

者

の

お

名

前

を

掲

載

さ

せ

て
頂

い

て

お

り

ま

す

。

今

後

と

も

ご

協

力

、

ご

支

援

を

お
願

い
申

し

あ

げ

ま
す
。

年

会

費

　

１
２
０
０
円

５
年
会
費
　
　
６
０
０
０
円

１０
年
会
費
　
１
２
０
０
０
円

（
平
成
２７
年

９
月
～
平

成

２８

年

３

月

末

ま

で

の
会

費

納

入
者

）

◎

１０
年

会
費

納

入
者

晨

称
じ

久
保
弘
子

（
３．
）

大
塚
隆
子

（
３６
）

久
保
幸
子

（
４．
）
森
戸
香
代
子
（
４８
）

神

田
彰
弘

（
４９
）

◎

５
年

会

費

納

入
者

霰

称
じ

谷
　
啓
介

（
２６
）

一二
歩
幸
雄

（
２７
）

今
村
文
雄

（
２９
）

漆
川
栄

一
（
２９
）

小
坂
　
勇

（
２９
）

酒
井
英
昌

（
３０
）

今
村
光
子

（
３．
）
梶
内

ア
サ
子
（
３．
）

久
米
武
久

（
３２
）

山
下
桂
子

（
３２
）

脇

田
美
代
子
（
３２
）
竹
森
季
子

（
３２
）

中
山
芳

一
（
３３
）

藤
田
昭
治

（
３３
）

徳

田
元
伺

（
３３
）

中
滝
順
子

（
３４
）

田
尻

ン
ゾ
子
（
３４
）
生
田
信
子

（
３４
）

多
田
竹
子

（
３５
）

住
吉
正
孝

（
３５
）

徳
田
公
伸

（
３５
）

田
岡
祥
光

（
３５
）

小
西
滋
美

（
３５
）

一酬
田
　
進

（
３５
）

吉
岡
繁
満

（
３５
）

一̈
中永
泰
行

（
３５
）

坂
井
明
守

（
３６
）

市
葉
幸
子

（
３６
）

厨
子

ト
ミ
子
（
３６
）
木
村
史
子

（
３６
）

谷

口
好
子

（
３７
）

栗
本
和
子

（
３７
）

〓
〓
口
章
（
３７
〓
局
比
良

ヒ
ロ
子
（
３７
）

月
岡
正
明

（
３７
）

浦
泉
洋
志

（
３７
）

田
岡
省
三

（
３８
）

一暑
多
　
昭

（
３９
）

松
井
昭
子

（
３９
）

福
井
潤
子

（
４０
）

土
井
敬
三

（
４０
）

金
岡
隆
則

（
４．
）

井
上
美
治

（
４．
）

黒
川
博
志

（
４
）

植
村
和
弘

（
４７
）

山
原
好
信

（
４８
）

森
　
清
恵

（
５０
）

』県
鍋
貴
昭

（
６．
）

◎

１
年

会

費

納

入

者

は

８２
名

※

会

報

「
や

ま

び

こ
」
は

、

皆

様

方

の
会
費

で
発

行

し

て

い
ま

す

。

会

費

未

納

者

は
、

本

年

度

分

よ

り

納

入

を

お

願

い
申

し

あ

げ

ま

す
。

年

会
費

の
お
問

い
合

わ

せ

は
、

会
計

・
吉

田
ま

で

（
８
０
９
０
１

人
物
歳
時
記

華
の
あ
る
ひ
と

川
人
雅
代
さ
ん

打
合
わ
せ

の
段
階
で
、

日
印
の
た
め

筆
者
が
年
齢
を
告
げ
る
と
、
即
座

に
待
合
わ
せ
の
場
所
を
老
体
に
合

わ
せ
て
変
更
し
て
く
れ
た
。
気
づ

か
い
の
で
き
る
優
し
い
人
だ
と
直

感
し
た
。
京
都
、
鳥
丸
で
会
っ
た

彼
女
は
、
匂
い
立
つ
よ
う
な
若
さ

と
華
の
あ
る
人
だ
っ
た
★
「職
業

は
？
」
と
聞
く
と

「音
楽
全
般
で

す
」
と
い
・２

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、

バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
、
音
楽
講
師
、

そ
し
て
歌
手
と
し
て
多
忙
な
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と

を
こ
な
し
て
生
活
は
成
り
立
っ
て

い
る
が
、
本
当
は
歌
う
こ
と
だ
け

で
食
べ
て
い
く
の
が
夢
と
推
察
す

る
★
池
高
時
代
の
川
人
さ
ん
は
、

５
人
の
グ
ル
ー
プ
で
音
楽
活
動
を

し
て
き
た
。
個
人
で
も
コ
ン
テ
ス

ト
で
２
０
０
人
中
３
人
に
選
ば
れ
、

大
阪
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
る
。
佛
教
大
学
で
臨
床

心
理
学
を
専
攻
し
な
が
ら
、
関
西

シ
ン
ガ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
２
位
に
も
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
ク
ラ
ブ
で
歌
っ
て

い
る
う
ち
に
本
格
的
に
歌
を
目
指

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

い
っ
た
☆
今
は
有
名
に
な
り
た
い

と
い
う
よ
り
学
び
た
い
と
い
う
気

持
ち
の
方
が
強
い
。
来
年
、
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
ヘ
留
学
す
る
予
定
が
★
２

０
１
３
年
、
ビ
ア
ノ
の
小
幡
晃

一

さ
ん
（京
大
卒
）
と
出
会
っ
て
か
ら

は
ユ
ニ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
も
こ
な
す

よ
う
に
な
っ
た
。
近
々
の
ラ
イ
ブ

は
７
月
３０
日
（土
）、
京
都
河
原
町

の
Ｔ
ｏ
Ｓ
ス
タ
ジ
オ
で
。
美
声
が

心
に
残
る
楽
し
い
出
会
い
だ
っ
た
。

平
成
２０
年
卒
、
井
川
町
出
身
。

グ
ル
ー
プ
名

「旨
ｏ８

ｏ
∽
ｏ中こ

（神
聖
な
る
も
の
と
太
陽
）

（文

・
員
野
春
美
）
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Ａ
田
Ψ
桜
陵
会

が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。
皆

さ
ん
次
回
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。次

回

（秋
）
は
９
月
２２
日

（木

・
祭
日
）
で
、
大
神
戸
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【事
務
局
】

一馴

‘翻
「３

優
勝
は
宮
内
昭
次
さ
ん

桜
陵
会
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
５

月
２５
日
（水
）
、
奈
良
の
社
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
参
加
者

・６
名

（１
名
途
中
リ
タ
イ
ア
）

今

回

は

ハ

ン
デ

ィ

を

改

正

し

た

の

で

、

誰

に

で

も

チ

ャ

ン

ス
が

あ

り

、

初

優

勝

の

方

が

出

る

か

と

思

わ

れ

ま

し

た

が

終

わ

っ
て

み

れ

ば

実

力

者

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
宮
内

昭
次
さ
ん
、
準

優
勝
は
竹
國
洋

正
さ
ん
、
第
３

位
は
西
川
貢
さ

ん
、
ま
た
Ｂ
Ｂ
賞

は
平
尾
睦
巳
さ

ん
で
し
た
。

そ

の
他
の
参
加
者

の
成
績
は
別
表

の
通
り
で
す
。

①

老
い
て
な
お
青
春

私

も

来

年

は

７５

歳

、

後

期

一員
齢

者

と

な

る

。

身

体

的

な

老

い

は

６５

歳

前

後

か

ら

感

じ

る

。

髪

も

白

く

な

り

、

顔

の

シ

ミ

も

増

え

て

い

る

。

し

か

し

、

脳

み

そ

は

今

も

創

作

物

を

生

み

出

し

て
く

れ

て

い

る
。

そ

の

一
つ
が
楽

曲

。

６３

の
齢

ま

で
音

楽

と

は

全

く

無

縁

だ

っ
た

。

そ

の
私

が
、

あ

る

出

会

い

が

あ

っ
て
、

あ

の
有

名

な

ア

メ

イ

ジ

ン
グ

グ

レ

イ

ス

の
山

に

恋

愛

の

歌

詞

を

つ
く

る

こ

と

に

な

る

。

そ

れ

を

池

田

高

校

の

後

輩

で

大

阪

在

住

の

音

楽

家

に
歌

入

り

の

曲

と

し

て

Ｃ

Ｄ

に

仕

上

げ

て

も

ら

っ
た

。

こ

れ

を

機

に

作

詩

に

の

め

り

込

ん

で

い
く

。

詩

を
推

こ
う
し

、

声

を
出

し

て
い
る
う
ち
に
自
然
と
メ
ロ

デ
ィ
が
浮
か
ん
で
く
る
。
作

曲
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
５
年
間
、
ビ
ア
ノ
教
室

に
も
通
う
。
今
、
私
の
作

っ

た
柴
曲
は
６０
曲
に
の
ぼ
る
。

作
詩
。
作
曲
か
ら
私
が
悟
っ

た
こ
と
は
、
「詩
は
そ
れ
自
体
、

曲
を
学
ん
で
い
る
」
と
い
う

こ
と
。
だ
か
ら
、
曲
作
り
に

お
け
る
私
の
役
割
は
、
言

っ

て
み
れ
ば
、
助
産
婦
。
い
い

詩
を
作
る
か
、
い
い
詩
を
見

つ
け
て
く
れ
ば
、

い
い
山
が

生
ま
れ
る
。
い
い
曲
が
で
き

れ
ば
、
い
い
ア
レ
ン
ジ
を
し

て
も
ら
え
、
い
い
歌
に
な
る
。

い
い
歌
に
な
れ
ば
、
い
い
歌

手
に
歌
っ
て
も
ら
え
る
。

本
年
４
月
に
は
、
「
金
子
み

す
ゞ

『
童
謡
詩
』
を
歌
う
」

と
題
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
大

阪
市
内
で
企
画

。
開
催
、
１

５
０
人
余
の
参
加
が
あ
っ
た
。

出
演
者
は
大
阪
音
大
出
の
若

手
の
女
性
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ

ル
ー
プ
。
彼
女
ら
に
接
し
て
い

る
と
自
分
の
齢
の
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
同
じ
４
月
、
私
が

詩

・
曲
を
つ
く

っ
た

「
我
ら

の
長
慶
公
」
（郷
上
が
生
ん
だ

戦
国
武
将

。
三
好
長
慶
の
顕

彰
歌
）
を
、
大
阪
の
男
性
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ー
カ
ル

で
Ｃ
Ｄ
化
。
こ
れ
か
ら
各
地

の
長
慶
顕
彰
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
使
わ
れ
る
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
来
る
８
月
の

「
徳
島
県

人
会
近
畿
連
合
会
総
会

・
県

人
の
集
い
」
で
同
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
る
。

人
は
齢
を
重
ね
る
だ
け
で

は
老
い
な
い
。
私
は
今
も
青

春
の
中
に
あ
る
。

【富
水ヽ
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

昭
和
４０
年
、
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
。
平
成
１５
年
５
月
、

り
そ
な
銀
行

（旧
大
和
銀
行
）

退
職
。
本
年
３
月
ま
で
大
阪

経
済
大
学

。
大
学
院
客
員
教

授
。
現
在
、
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と

し
て
活
動
中
。
（大
阪
市
在
住
）

5雰

う
だ
。

晩
年
の
キ
ミ
子
さ
ん
が
認

知
症
を
思
い
記
憶
が
定
か
で

な
い
な
か
、
肉
親
を
こ
こ
ま

で
さ
ら
す
哲

一
朗
監
督
の
勇

気
に
敬
服
し
た
。（大

東
市
在
住
）

映

画

「
蔦

監

督

―

高

校

野
球

を

変

え

た

男

の
真

実

―

」

は

５

月

１４

～

２０

日

、

大

阪

十

三

の
第

七

藝

術

劇

場

で

上

映

さ

れ

ま

し

た

。

１８

日

に

鑑

賞

し

た

が

、

無

料

映

画

は

ガ

ラ

ガ

ラ

だ

と

思

っ

て

い

た

と

こ

ろ

立

ち

見

も

出

る

ほ

ど

の
盛

況

ぶ

り

で

、

反

響

の
大

き

さ

を

知

っ
た
。

監

督

の
蔦

哲

一
朗

氏

（
平

・５
卒

）

は
文

也

の
孫

で
、

「
祖

谷

物

語

」

で

パ

ン

ア

ジ

ア

最

優

秀

作

品

賞

を

受

賞

す

る

な

ど

若

手

な

が

ら

注

目

の
演

出

家

の

一
人

で
あ

る
。

蔦

監

督

に

つ

い

て

は

す

で

に

野

球

人

と

し

て
様

々

な

出

版

物

が

出

て

お

り

、

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

光

の
部

分

で

の

内

容

と

な

っ

て

い

る

よ

う

で

頭

師

　

隆

　

（
昭

３３
卒

）

あ

っ
た

が

、

映

画

は

妻

キ

ミ

子

を

縦

軸

に

、

教

え

子

な

ど

を

横

軸

に
、

人

間

蔦

文

也

を

浮

か

び

上

が

ら

せ

た

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

。

家

庭

人

と

し

て
は
失
格
＾
教
師
と
し

て
は
（？
）

な

ど

裸

の
人

間

像

を

え

ぐ

り

だ
し
、
晩
年

に
は
生
徒
と
ギ

ャ

ッ

プ

を

生

じ

る

な

ど

を

見

事

に

構

成

演

出

し

て

い
る
。

私

に

は

戦

友

の
千

玄

室

氏

（
茶

道

裏

千

家

）
の

″
我

々

は

残

さ

れ

た

の

だ

″

と

の

発

言

が

印

象

に

残

っ
た

。

多

く

の

戦

争

体

験

者

は

、

戦

争

経

験

を

語

ら

な

か

っ
た

。

蔦

監

督

が

酒

に

お

ば

れ

た

の

は

戦

友

の

死

に
、

生

き

残

っ
た

罪

悪

感

か

ら

逃

れ

た

い

た

め

だ

っ

た

と

か

、

憶

測

さ

れ

る

が

、

最

後

ま

で
語

ら

な

か

っ
た

よ

映

画

「
蔦

監

督

―

高

校

野

球

を
変

え

た

男

の
真

実

―

」
を

観

て

“

員ら二鶉警猾g格るL策 幸
三 好 長慶 ゆか りの飯 盛 城 を偲 ん で

日  時 11月 6日 lE)10ЮO現地集合 (連絡不要 。時間厳守 )

集合 場所  JR学 研都市線 野崎駅 (束 日)目 印 は支部旗 !

コ ー ス 野崎駅 → 野 j/1観 音 ⇒ 飯盛城址 ⇒ 四条畷神社 → 四条畷駅

(行程約 8km。 少 々健脚 向き !)

そ の 他 弁 当・ 飲物・ 雨具等 は各 自持参  雨天 中止

連 絡 先 りll原 鯛 47卒)09091640025

中
村
竜
司

（平
３
卒
）

熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
！

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
涼
を
求
め
夜
、

散
策
を
し
て
い
る
と
、
ま

ち
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
ぞ

め
き
」
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
音
が
聞
こ
え
て
く

る
と

「
夏
が
き
た
な
ぁ
」

と
思
う
筆
者
で
あ
り
ま
す
。

各
蓮
は
練
習
に
余
念
が
な

く
、
し
な
や
か
な
女
踊
り
と
、

豪
快
な
男
踊
り
の
融
合
は
見

事
！
　
今
年
も
暑
い
夏
に
負

け
な
い
、
熱
い
踊
り
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に

来
て
、
ご

一
緒
に
踊

っ
て
く

だ
さ
い
ね
。
「同
じ
ア
ホ
な
ら

踊
ら
に
ゃ
ソ
ン
ソ
ン
♪
」

県
西
部
の
主
要
な
阿
波
踊
り

ス
ポ
ッ
ト

◎
オ
ア
シ
ス
の
阿
波
お
ど
り

開
催
日
時
‥
４
月
か
ら
１０
月

日
曜
ｏ
祝
祭
日

開
催
場
所
‥
美
馬
市
脇
町

脇
町
商
店
街
ほ
か
＊
お
問
合

せ
‥
美
馬
商
工
会

０
８
８
３
‘

◎
い
け
だ
阿
波
お
ど
り

開
催
日
時
‥
８
月
１４

・
‐５

。

・６
日
　
１９
‥
００
～
２２
‥
３０

（‐３
日
前
夜
祭
あ
り
）

開

催

場

所

‥
Ｊ

Ｒ

阿

波

池

田

駅

周

辺

＊
お

問

合

せ

‥

三

好

市

観

光

課

０

８

８

◎

つ
る
ぎ

町

阿

波

お

ど

り

大

会

開
催
日
時
‥
８
月
１５
。
‐６

開

催
場

所

‥
吉

野

川

ハ
イ

ウ

ェ

イ

オ

ア

シ

ス

（
イ

ベ

ン

ト

広

場

）
＊
お

問

合

せ

‥
吉

野

川

オ

ア

シ

ス
仰

０

８

８

３

，
７

９

，

◎

う

だ

つ
阿
波

お

ど

り

開

催

日
時

‥
８
月

１１
日

日

１９

‥

００

～

２２

‥

００

開
催
場
所
‥
つ
る
ぎ
町
貞
光

貞
光
中
央
商
店
街
＊
お
問
合

せ
‥
つ
る
ぎ
町
商
工
会

０
８

（三
好
市
在
住
）

祝 第39回支部総会

食
品
・
製
菓
原
料
等
の
輸
入
と
卸
売

モ
リ
ウ
エ

商

事
株
式

会
社

に認蛤計量　上劇川

〒

５

３

６

１

０

大
阪
市
城
東
区

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

６

森

上

修

〒

５

４

２

１

０

０

７

２

　

大

阪

市

中

央

区

高

津

３

１

２

１

２７

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

６

）

６

６

４

４

１

１

２

３

３

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

６

）

６

６

４

４

１

０

３

０

６

丸
岡
公
認
会
計
士
事
務
所i7岡

昭

朗
一致
―

糖
分
摂
取

・
便
秘

・
お
腹
周
り
が
気
に
な
る
方

自
然
食
品

。
健
康
補
助
食
品
取
扱
い
店

脚
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
２‐

代
表
取
締
役Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
０

１

２

０

）

１

２

３

１

１

７

３

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０

１

２

０

）

１

７

２

１

６

７

８

関

心

の

あ

る

方

ご

一
報

く

だ

さ

い

。

(昭42卒 )

社代
表
取
締

長役

(昭 30卒 )(昭 36卒 )

VV成
0

１

６

　

大

和

工

業

ビ

ル

３

階

・
４

階

竹

内

秀

行

育 0

▼
２
０
１
６
年
版
「桜
陵
会
名

簿
」
今
秋
発
行

２
０
１
１
年
版
を
追
加
改

訂
し
た
２
０
１
６
年
版

「
桜

陵
会
名
簿
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
事
前
に
お
申
込
み
の
方

に
は
１１
月
頃
郵
送
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
は
桜
陵
会
本
部
ヘ

卒
業
５５
周
年
同
窓
会

吉
岡
繁
満
０
３５
３

″同
窓
会
心
は
す
で
に
都
路

へ
指
折
り
か
ぞ
え
錦
秋
を
待

つ
″
（友
が
会
日
の
３
ヵ
月
前

に
そ
の
想
い
を
詠
ん
だ
も
の
）

昭
和
３５
年
商
業
科
卒
後
５５

年
の
同
窓
会
が
、
平
成
２７
年

１１
月
２６
、

２７
日
に

「
京
都
平

安
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

３２
名
の
参
加

（関
西

か
ら
１６
名
）
で
、
初
参
加
は

２
名
、
そ
の
内
１
人
は
遠
く

北
海
道
か
ら
で
し
た
。

―
―

学

年

同

窓

会

開

催

報

告

―
―

▼
９
回
目
同
窓
会

昭
３７
年
卒
の

「
第
９
回
同

窓
会
」
が
、

１０
月
２０
日
（木
）
に

箕
面
観
光
ホ
テ
ル

（箕
面
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
他
の
学

年
卒
に
は
見
ら
れ
な
い
全
科

（普
通
科
、
商
業
科
、
被
服
科
）

に
よ
る
同
窓
会
で
す
が
、
関

西
開
催
は
今
回
で
４
回
目
に

な
る
と
か
。

３７
年
卒
の
皆
さ

ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

今

回

は

京

都

の

″
雅

″

を

ゆ

っ
く

り

楽

し

ん

で

も

ら

お

う

と
、

京

都

御

所

の

向

か

い

の

ホ

テ

ル

に
集

合

し

ま

し

た

。 35年 (商業 科 )卒 の 同窓会

訃

報

竹
田
　
文
夫

さ
ん

（昭
２７
卒
）

田
原
　
秀
夫

さ
ん

（昭
４０
卒
）

本
多
久
美
子

さ
ん

（昭
４３
卒
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

【事
務
局
】

編
集
後
記

新
し
く
会
費
を
納
め
て
頂

い
た
方
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
総
会
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
　
　
（Ｋ
・
Ｈ
）

懐

か

し

い
顔

を

見

な

が

ら

和

や

か

な

時

を

過

ご

し

、

遅

く

ま

で

語

り

合

い

、

５５

年

間

の

空

白

を

一
夜

で
埋

め

尽

く

し

絆

を
深

め

ま

し

た
。

翌

日

は

、

御

所

の
錦

秋

を

楽

し

む

散

策

に
時

間

を

と

り

、

最

後

に
相

国
寺

の

″
鳴

き

龍

″

を

鑑

賞

し

て
解

散

し

、

そ

の

後

は

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

観

光

し

ま

し

た
。

次

回

、

二

暑
寿

″

で

の
再

会

を

楽

し

み

に

帰

途

に

つ
き

ま

し

た
。
　

　

（芦

屋

市

在

住

）


